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１．竹の内産廃処分場 支障除去対策実施設計の概要 

 

１．１ 工事内容 

(1) 準備工 

準備工は、仮設備の設置や工事に支障となる廃材等を撤去することです。 
(2) 多機能性覆土・覆土整形工 

多機能性覆土・覆土整形工では、濁水対策として、施工エリアを数千 m2のブロックに分

け（ブロック数：28）、各ブロック毎に伐木・除草→仮設備設置→覆土整形（掘削、盛土）
→多機能性覆土→緑化の順序で施工を行います。 
覆土整形工は、埋立地内部からのガス発生を抑制するため、現覆土の表層をならして 1～

3％の雨水排水勾配を設けるもので、覆土の表面には種子散布の緑化を施します。また、覆
土の整形に伴って廃棄物層を掘削することはありません（図１参照）。 
つぎに、覆土整形工が終了後、所定の位置に多機能性覆土を設置します。 
多機能性覆土は、捕捉層 1（酸化鉄＋砂）、捕捉層 2（活性炭＋砂）、バリア層と植栽層の 4
層構造からなり、埋立地から発生するガスを吸着させるものです（図２参照）。設置範囲は、

硫化水素ガス発生の経時的な変化と多機能性覆土の性能維持年数等を勘案して、平成 19 年
度と平成 16年度の廃棄物層表面ガス調査により硫化水素が 100ppmを超えた範囲全てのエ
リアです（図３参照）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 覆土整形工 標準断面図 

図２ 多機能性覆土の構造図（捕捉層１と２、バリア層と植栽層の４層構造） 

(1)捕捉層1の敷均し     (2)捕捉層2の敷均し   (3)捕捉層の転圧締固め（振動ﾛｰﾗ） 

多機能性覆土の捕捉層の施工状況（写真は試験施工状況） 

酸化鉄＋砂 活性炭＋砂 

 

図３ 多機能性覆土の範囲（案） 

埋立地 
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(3) 雨水排水工 

雨水排水工は、処分場周辺からの雨水浸入の防止や場内の雨水排水のために行うもので、

新たに町道・農道沿いと処分場内の縦断方向に排水溝を整備します（図４参照）。これによ

り大雨時においても下流側への雨水の排水が可能になります。 
北側の排水工は、蓋付きとし、道路との段差は極力なくし、利便性の向上を図っています

（図５参照）。排水工の埋戻では、埋立地からの発生ガス対策として掘削面から廃棄物層ま

での距離が 50cmより小さいときは、多機能性覆土と同様にガス発生防止のために捕捉層を
設置します（図６参照）。 
また、農道の雨水横断函渠部は、ボックス水路を現況の農道内に設置します（図７参照）。 
 

(4) その他工事 

その他の工事として、道路舗装復旧工事、管理用フェンス設置工事や東側シートの保護工

事などがあります。管理用フェンスはネットフェンス（高さ 1.8ｍ）とし、埋立地周囲（一
部山側を除く）に設置します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 雨水排水工 計画図 

現況 

対策後 

道路幅が拡幅 

図５ 町道部雨水排水工 横断図 

図７ 農道部雨水横断函渠 横断図 

図６ 雨水排水工 断面図 

対策後 

現況 

現況道路内に設置 
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１．２ 工事安全計画 

(1) 濁水対策 

①覆土整形工事は、濁水発生の要因となる裸地のエリアを小さくするために、数千 m2の

ブロックに分割して施工して、濁水の発生量を抑制します。 
②濁水が発生したときは、場内の沈砂池や沈砂槽に濁水をポンプ送水し、確認後に放流し

ます。 
(2) 埋立地発生ガス対策 

作業環境や周辺環境保全のために、各作業場において硫化水素、酸素、一酸化炭素、可燃

性ガスやベンゼンのガス濃度を作業時に測定します。その結果を、労働安全衛生法を参考に

あらかじめ設定した作業管理値と比較し、万一、作業管理値を超過した場合には、大気環境

調査を行い周辺環境に影響がないことを確認します。 
(3) 騒音・振動対策 

①工事に使用する建設機械は、低騒音・低振動型とします。 
②工事車両が走行するときは安全走行に努め、低速（20km／時程度）で場内を走行しま
す。 

 
 

１．５ 工事工程 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．３ その他 

覆土整形工の盛土材として使用するために、村田町の道路工事から発生した土砂（約

7,000m3）を今年末までに埋立地内の新工区に搬入する予定です。搬入される土砂は、成分

分析調査により安全性が確認されたものです。 
 

１．４ 主な工事数量 

 
工種 種別 細別 単位 数量 摘要 

土工      
 覆土整形工 掘削工 m3 12,000  
  盛土工 m3 23,000  
 多機能性覆土工  m2 6,600  
 緑化工 種子散布（芝草系） m2 71,000  
雨水排水工      
 町道部 水路幅 1000mm他 ｍ 610  
 農道部 水路幅 1300mm他 ｍ 170  
 処分場内 水路幅 700mm他 ｍ 340  

 

備　考

11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

入札手続き

１　準備工（仮設備設置等） 埋立地

２　多機能性覆土・覆土整形工

 (1)伐木・除根工 新→旧工区

 (2)仮設備設置工
沈砂池・釜
場，ﾎﾟﾝﾌﾟ等

新→旧工区

 (3)掘削工 新→旧工区

 (4)盛土工 新→旧工区

 (5)多機能性覆土工 新→旧工区

 (6)緑化工 新→旧工区

３　雨水排水工

 (1)仮設備設置工
沈砂池・
沈砂槽等

北側町道
処分場内

 (2)北側町道部設置工 北側町道

 (3)埋立地場内縦断部 処分場内

 (4)農道部設置工 農道部

４　フェンス工 埋立地周囲

５　後工事

※計画工程であり、期間等は一応の目安である。

２０年度

工事箇所 第４四半期 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

１９年度

第３四半期工　　種 細目

多機能性覆土・覆土整形工は濁水対策と

して、施工エリアを数千m2のブロックに分
け、各ブロック毎に、伐木・除草→仮設備
設置→掘削→盛土→多機能性覆土→緑
化の順序で施工を行う。



 4 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 5 

 


